もう一つの「小民史」-国木田独歩と日清戦争（上） by 丁,貴連
一、日清戦争とジャーナリズム、そして従軍文士
一八九四年、 朝鮮の支配権をめぐって日本と清国が戦った。





































が、希望したからといって皆が行 るというわけではなかった。従軍 きなかった田山花袋が 青山の練兵場から戦地へ向かう軍隊を見送りなが 、
私は遠い戦場を思つた。故郷にわかれ、親にわかれ、





























































荒野に倒れ居たり。鼻下に恰好なる髭を蓄へ、年齢三十四五、鼻高く眉濃く、体躯長大、一 人をして偉丈なる哉と言はしむ。天を仰ひで仆る、 両足 突き伸ばし、一手を直角に曲げ一手を体側に置き、腹部を露はし、眼半ばに開く。吾れ之れを正視し、熟視し 而して憐然として四顧したり 凍雲漠々 荒野茫々、天も地も陸も海も、附仰顧望する処として惨憺の色ならざるな 。
『戦』といふ文字、此の怪しげなる、恐ろしげ る、

































これだけのことを知っていながら、鴎外はた え私的な日記でさえも虐殺 事実につい は全く触れ ない。その理由について、末延芳晴氏は次のように述べている。
独歩より二十日余り遅れて旅順に上陸したせいで、死
体の焼却・埋葬が進んでいたとはいえ、それでも累々と横たわる「屍首」を目撃し、日記に「屍首累々たり」と書きつけた時、鴎外もまた、独歩と同じように 戦争の冷酷な現実と戦争そのものがはらむ「悪」の本質 直面していたはずである。しか 、 この時鴎外は、 独歩と違って、 『舞姫』や『うたかたの記』など 作者として、あるいは坪内逍遥と「没理想論 」を交わし 批評家 し



































































































































































す。老ひたるもあり、小児もあり、笑ふもあり 泣き出しそふなるもあり。小児等にビスケットを与ふれば 喜びて食す。老人に煙草を与ふれば、直ちに口にクワヘ、火を借せと云 彼等に底深き猜疑の念だになくは
( マ
マ






















描いた清 人の中 は自分 国が戦争をしているこ えも知らな 「憐れむべき愚か 」人や、臆病で怯懦な兵士たちが少なからず存在する。
しかし、独歩の従軍記を一読して感じられるのは、従軍中





見開港場の如し。これが敵の軍港かと思へば、何となく有り難過ぐる心地せり。かゝる要港を吾愛弟、物顔に占領する程愉快な はな 、 を勝者の味と申す可き。（中略）
吾等が行く路傍に、一個中年の婦人を見たり、其の




















万歳」という表現がよく出 くる。また、 「見よ、支那兵は半日を出でずして、其の軍港を吾に投げつけたり。吾 有難しと小指の爪の先に 之れを受け取りぬ／愛弟！見給へ、余りの脆さに、記すべき事殆んどなきに非ずや。万歳。風を望
んで潰ゆとは此事なり、話にならずとは此事なり」 （ 「大連湾進撃」一八九四年十一月十日）のような清国兵や清国人への蔑視や侮蔑を表わす言葉が散見されているのも事実である。
しかし、これまで見てきたように、独歩は「隣国蔑視の忠
君愛国主義」にとらわれながら、自分の国で戦争が起きていることさえ知らない人たちを深い憐れみの情を持って描き出している。そのまなざしが捉えた隣国の姿は日清戦争に従軍した他の日本人とは明 か 異なっている。
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